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食
品
産
業
動
向
調
査
は
食
品
関
係
企

業
の
景
況
動
向
な
ど
を
調
査
す
る
も
の

で
、一
九
九
七
年
よ
り
全
国
の
約
七
〇

〇
〇
社
の
企
業
を
対
象
に
年
二
回
実
施

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
特
別
調
査
と
し

て
、食
品
関
係
企
業
の
農
業
参
入
と
、近

年
徐
々
に
社
会
に
浸
透
し
て
き
て
お
り

食
品
分
野
に
も
大
き
く
影
響
す
る
と
考

え
ら
れ
る
電
子
商
取
引（
以
下「
Ｅ
Ｃ
」）

に
係
る
取
り
組
み
の
実
態
を
調
査
し
ま

し
た
。

農
業
参
入
に
つ
い
て

　
進
む
食
品
企
業
の
農
業
参
入

　

食
品
企
業
に
対
し
て
、農
業
参
入
へ

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
既
に
参
入
し
て
い
る
」と
し
た

企
業
は
一
二
・
七
％
で
し
た
。同
様
の
調

査
を
行
っ
た
二
〇
一
〇
年
調
査（
以
下

「
前
回
調
査
」）に
比
べ
て
三
・
三
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
て
い
ま
す（
図
１
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
検
討
ま
た
は
計
画

し
て
い
る
」「
関
心
は
あ
る
が
検
討
し
て

い
な
い
」の
農
業
参
入
に
関
心
を
示
す

回
答
が
三
・
七
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
二
九
・

七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、食
品
企
業
の
農
業

参
入
が
進
ん
だ
一
方
で
、新
た
に
農
業

参
入
に
関
心
を
持
つ
層
は
あ
ま
り
増
え

て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

な
お
、農
業
参
入
の
目
的
に
つ
い
て

は「
原
材
料
の
安
定
的
な
確
保
」が
六

九
・
一
％
と
最
も
多
く
、次
い
で「
本
業

商
品
の
付
加
価
値
化
・
差
別
化
」が
五

一
・
四
％
、「
地
域
貢
献
」が
四
三
・
三
％

と
続
き
ま
し
た
。

　
五
年
以
内
の
黒
字
化
約
四
割

　
「
既
に
参
入
し
て
い
る
」と
回
答
し
た

食
品
企
業
に
対
し
て
、農
業
部
門
が
黒

字
化
す
る
ま
で
に
要
し
た
期
間
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、五
年
以
内
に
黒
字
化
し
た

企
業
は
三
七
・
九
％
と
四
割
を
下
回
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
図
２
）。

　

業
種
別
に
見
る
と
製
造
業
は
五
年
以

内
に
黒
字
化
し
た
企
業
が
三
四
・
五
％
、

現
在
も
赤
字
で
あ
る
企
業
が
四
八・八
％

で
あ
る
の
に
対
し
て
、卸
売
業
と
小
売
業

は
四
六
・
三
％
、三
五
・
〇
％
と
、い
ず
れ

も
生
産
物
の
販
路
を
持
つ
卸
売
業
と
小

売
業
の
方
が
黒
字
化
割
合
が
高
い
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

　

農
業
参
入
に
当
た
っ
て
の
課
題
を
聞

い
た
と
こ
ろ「
人
材
の
確
保
」が
一
番
多

く
、六
三
・
二
％
と
な
り
ま
し
た（
図

３
）。こ
れ
は
、前
回
調
査
よ
り
二
七・〇

ポ
イ
ン
ト
増
え
た
数
値
で
、近
年
の
労

働
力
不
足
を
反
映
す
る
形
と
言
え
ま
す
。

　

課
題
は
さ
ら
に
、「
採
算
性
の
判
断
」

が
五
〇
・
五
％
、「
農
地
・
事
業
地
の
確

保
」が
三
九
・
二
％
、「
技
術
習
得
」が
三

八
・
九
％
と
続
い
て
い
ま
す
。普
及
指
導

員
に
よ
る
技
術
指
導
や
農
地
中
間
管
理

機
構
に
よ
る
農
地
の
集
約
、農
業
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
に
よ
る
支
援
な
ど
、

各
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

農業参入は増加も
関心を持つ層は減少
電子商取引は拡大予想
大規模企業ほど物流に課題

食品企業の農業参入は進んでいるか。また、急速に
広がりを見せる電子商取引は食品流通でも拡大し
ているのかに注目しました。
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―食品産業動向調査（2018年7月調査）―

　

人
材
不
足
が
大
き
く
叫
ば
れ
る
中
、

農
業
の
担
い
手
と
し
て
期
待
の
か
か
る

企
業
参
入
は
伸
び
て
い
ま
す
が
、さ
ら

な
る
参
入
促
進
に
は
農
業
参
入
自
体
へ

の
関
心
を
持
た
せ
る
働
き
掛
け
が
必
要

で
あ
り
、参
入
後
の
支
援
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
読

み
取
れ
ま
す
。

電
子
商
取
引
の
取
り
組
み

　
拡
大
の
意
向
半
数
に

　

Ｅ
Ｃ
の
取
り
組
み
状
況
を
聞
い
た
と

こ
ろ
六
二
・
八
％
の
食
品
企
業
が
す
で

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
回
答
で
し
た

（
図
４
）。し
か
し
、Ｅ
Ｃ
に
取
り
組
ん
で

い
る
企
業
の
販
売
額
に
占
め
る
Ｅ
Ｃ
の

割
合
は
、「
二
〇
％
以
下
」が
八
二
・
七
％

と
大
多
数
を
占
め「
二
一
～
一
〇
〇
％
」

は
一
七
・
三
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｃ
に
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
食

品
企
業
に
対
し
て
、今
後
の
Ｅ
Ｃ
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
意
向
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
今
後
、取
引
を
拡
大
し
て
い
く
」は
五

五
・
七
％
と
な
り
、半
数
以
上
が
Ｅ
Ｃ
を

拡
大
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た（
図
５
）。な
お
、「
今
後
、Ｅ
Ｃ
取

引
を
拡
大
し
て
い
く
」と
回
答
し
た
企

業
に
対
し
て
、目
標
と
す
る
販
売
額
に

占
め
る
Ｅ
Ｃ
の
割
合
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
二
一
～
一
〇
〇
％
」が
三
七
・
七
％
と

な
り
ま
し
た（
図
６
）。
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、Ｅ
Ｃ
は
現
時

点
で
は
広
く
普
及
は
し
て
い
な
い
も
の

の
、今
後
、拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
Ｅ
Ｃ
拡
大
に
物
流
面
の
課
題

　

Ｅ
Ｃ
の
導
入
に
よ
り
商
流
が
変
化
す

る
中
、物
流
面
で
は
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｅ
Ｃ
の
取
り
組
み
を「
今
後
、取
引
を

拡
大
し
て
い
く
」と
回
答
し
た
企
業
に

対
し
て
、Ｅ
Ｃ
拡
大
に
当
た
っ
て
の
物

流
面
で
の
課
題
を
聞
き
ま
し
た（
図
７
）。

　

そ
の
結
果
、「
現
状
の
ま
ま
で
対
応
可

能
で
あ
る
」は
三
四
・
三
％
に
と
ど
ま

り
、六
五
・
七
％
は
課
題
が
あ
る
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

課
題
の
内
容
は
、「
共
同
輸
送
な
ど
、

他
企
業
と
の
連
携
強
化
」が
二
四
・
〇
％

と
最
多
で
、次
い
で「
新
技
術
の
導
入

（
物
流
作
業
の
自
動
化
な
ど
）」が
二
二
・

四
％
、「
労
働
力
確
保
」の
二
〇
・
五
％
と

な
り
ま
し
た
。

　

業
種
別
で
は
、卸
売
業
で「
共
同
輸
送

な
ど
、他
企
業
と
の
連
携
強
化
」が
三

八
・
五
％
と
飛
び
抜
け
て
高
く
な
り
ま

し
た
。さ
ら
に
、売
上
規
模
別
に
見
る
と
、

売
上
高
が
五
〇
億
円
以
上
の
企
業
で
は

「
現
状
の
ま
ま
で
対
応
可
能
」は
一
八
・

九
％
に
と
ど
ま
る
な
ど
、大
規
模
な
卸

売
企
業
の
方
が
Ｅ
Ｃ
を
拡
大
さ
せ
る
上

で
物
流
面
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

小
売
業
に
お
い
て
は
、物
流
作
業
の

自
動
化
や
情
報
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
な

ど
の「
新
技
術
の
導
入
」の
二
八
・
四
％

が
最
も
多
く
、次
い
で「
労
働
力
確
保
」

が
二
七
・
〇
％
と
多
く
な
り
ま
し
た
。

景
況
Ｄ
Ｉ
の
動
向

　
五
半
期
連
続
で
低
下

　

景
況
Ｄ
Ｉ（
売
上
高
、経
常
利
益
、資

金
繰
り
の
各
Ｄ
Ｉ
の
平
均
で
、景
況
感

を
示
す
景
況
動
向
指
数
）は
▲
一
〇
・
八

と
な
り
ま
し
た（
図
８
）。二
〇
一
五
年

下
半
期
の
一
一
・
〇
を
ピ
ー
ク
に
五
半

期
連
続
で
低
下
し
て
い
ま
す
。景
況
Ｄ

Ｉ
を
個
別
に
見
る
と
、売
上
高
Ｄ
Ｉ
は

▲
八
・
八
、経
常
利
益
Ｄ
Ｉ
は
▲
一
七
・

六
、資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
▲
六
・
一
と
マ
イ

ナ
ス
値
で
あ
り
、食
品
関
係
企
業
の
厳

し
い
業
況
が
う
か
が
え
ま
す
。し
か
し

な
が
ら
一
八
年
下
半
期
見
通
し
は
、一

八
年
上
半
期
に
比
べ
六
・
六
ポ
イ
ン
ト

上
昇
の
▲
四
・
二
と
な
り
、六
半
期
ぶ
り

に
マ
イ
ナ
ス
幅
の
縮
小
に
転
じ
る
見
通

し
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
別
の
景
況
Ｄ
Ｉ
は
、全
て
の
地

域
で
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
９
）。特
に
北
関
東
、甲
信
越
・
北
陸
、

四
国
で
低
下
が
目
立
ち
ま
す
。一
方
、一

八
年
下
半
期
は
、南
関
東
以
外
の
地
域

で
上
昇
す
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

農 業 参 入

図１　農業参入への取り組み図３　農業参入における課題（複数回答）

図２　農業参入後、農業部門が黒字化するまでの期間

既に参入している
参入を断念した、または撤退した参入に関心はあるが、検討していない
参入を検討または計画している

参入に関心がない
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業
種
別
の
景
況
Ｄ
Ｉ
で
は
、製
造
業

は
一
七
年
下
半
期
よ
り
五
・
〇
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
▲
九
・
七
、卸
売
業
は
二
・
七

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
▲
一
五
・
三
、小
売
業

は
三
・
七
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
一
一
・
一

と
マ
イ
ナ
ス
値
を
示
し
た
一
方
、飲
食

業
は
一
・
六
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
一
一
・
六

と
な
り
ま
し
た
。飲
食
業
は
三
半
期
連

続
の
改
善
で
四
業
種
唯
一
の
プ
ラ
ス
値

と
な
っ
て
い
ま
す（
図
10
）。

　

さ
ら
に
業
種
別
の
動
き
を
見
る
と
、

食
肉
加
工
品
お
よ
び
牛
乳
・
乳
製
品
製

造
業
の
悪
化
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、青
果
物
卸
売
業
・
生
鮮
魚
介
卸
売
業

な
ど
生
鮮
品
の
卸
売
業
は
業
況
低
迷
が

続
い
て
い
ま
す
。一
方
、冷
凍
食
品
製
造

業
で
は
一
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
と
業

況
が
好
転
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
す
。

　
全
業
種
で
上
昇
の
見
込
み

　

一
八
年
下
半
期
見
通
し
は
全
業
種
で

上
昇
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

販
売
数
量
Ｄ
Ｉ
は
三
・
六
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
▲
九
・
九
、販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
は

六
・
三
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
八
・
八
と
い
ず

れ
も
低
下
し
て
い
ま
す
。一
八
年
下
半

期
見
通
し
は
、販
売
数
量
Ｄ
Ｉ
が
三
・
七

ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
三
・
八
、販
売
価
格
Ｄ

Ｉ
は
八
・
三
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、い
ず
れ

も
プ
ラ
ス
値
と
な
る
見
通
し
で
す
。

　

仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ
は
六
・
六
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
四
八
・
五
、ま
た
一
八
年
下
半
期

電 子 商 取 引（EC）

図４　販売額に占めるECの割合について

図５　ECの取扱いに関する今後の意向について図７　EC拡大にあたっての物流面の課題について（複数回答）

図６　販売額に占めるECの割合の目標
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24.0
20.9

38.5
16.2

17.5
17.8
18.6

13.5

13.3
10.8

19.9
14.9

20.5
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23.7
27.0

22.4
20.9

23.1
28.4

34.3
37.0

29.5
25.7
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見
通
し
は
さ
ら
に
八
・
一
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
四
〇
・
四
と
、二
半
期
連
続
で
改
善

す
る
見
通
し
で
す
が
、依
然
と
し
て
大

幅
な
プ
ラ
ス
値
が
続
き
ま
す
。

　

雇
用
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、六
・
〇
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
三
五
・
二
と
な
り
ま
し
た
。未
だ

高
い
水
準
に
あ
り
、雇
用
の
不
足
を
示

し
て
い
ま
す
。一
八
年
下
半
期
見
通
し

は
、三・九
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
三
九・一
と

な
り
、深
刻
な
労
働
力
不
足
が
続
く
こ

と
が
う
か
が
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

設
備
投
資
Ｄ
Ｉ
は
、一
・
七
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
八
・
四
と
な
り
、六
半
期
連
続
で

プ
ラ
ス
値
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

設
備
投
資
に
対
す
る
意
欲
的
な
姿
勢
が

う
か
が
え
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
情
報
企
画
部　

高
田 

圭
介
）

※
Ｄ
Ｉ（Diffusion Index = 

動
向
指
数
）と
は
、「
増

加
す
る（
良
く
な
る
）」と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
か

ら「
減
少
す
る（
悪
く
な
る
）」と
回
答
し
た
企
業
の
割

合
を
差
し
引
い
た
数
値
。

注
：
文
章
お
よ
び
図
の
▲
は
マ
イ
ナ
ス
を
示
し
ま
す
。

図
は
四
捨
五
入
の
関
係
上
、合
計
が
一
〇
〇
％
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

［
調
査
概
要
］

⃝

調
査
時
点
：
二
〇
一
八
年
七
月
一
日

⃝

調
査
方
法
：
郵
送
に
よ
り
調
査
票
を
配
付
し
、郵

送
で
回
収

⃝

調
査
対
象
：
公
庫
の
お
客
さ
ま
を
含
む
全
国
の

食
品
関
係
企
業（
製
造
業
、卸
売
業
、小
売
業
、飲

食
業
）七
〇
二
七
社

⃝

有
効
回
収
数
：
二
四
九
八
社（
回
収
率
三
五
・

二
％
）う
ち
、食
品
製
造
業
一
六
四
〇
社
、食
品

卸
売
業
六
一
七
社
、食
品
小
売
業
一
九
四
社
、飲

食
業
四
七
社

景 況 Ｄ Ｉ

図８　景況ＤＩ（食品産業、製造業）および日銀短観の推移

図10　業種別景況ＤＩの推移

図９　地域別景況ＤＩの推移

（暦年、半期）

（暦年、半期）
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